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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 14,421 1.7 749 13.2 802 10.1 558 13.1

2025年３月期中間期 14,186 2.7 662 △9.4 728 △6.7 493 △8.2
(注) 包括利益 2026年３月期中間期 600百万円( 5.9％) 2025年３月期中間期 567百万円(△26.5％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 141.39 ―

2025年３月期中間期 124.35 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 28,433 20,889 73.5

2025年３月期 30,728 20,982 68.2
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 20,889百万円 2025年３月期 20,969百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 130.00 130.00

2026年３月期 ― 0.00

2026年３月期(予想) ― 130.00 130.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 4.5 1,850 9.8 1,950 7.6 1,350 9.6 341.51
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 4,700,000株 2025年３月期 4,700,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 787,932株 2025年３月期 746,917株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 3,946,654株 2025年３月期中間期 3,968,831株

(注)「従業員向け株式交付信託」が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。
・当社は、2025年11月10日(月)にアナリスト向けの中間決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決
算説明資料は、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における日本経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の増加等を背景に緩やかな

回復を示しました。しかしながら、世界経済に目を向けますと、インフレの長期化懸念や金融市場の変動に加え、

米国の関税政策をはじめとする保護主義的な動きが、国際的なサプライチェーンの混乱を招いており、先行きにつ

いては不透明な状況が継続しています。

このような経済環境下における当社グループの国内販売は、米国の関税政策による影響や世界的なＥＶ市場の低

迷を受け、自動車関連企業を中心に設備投資を控える動きが見られ、自動車・車載部品関連の得意先への販売は前

年同期を下回る結果となりました。一方、半導体関連においては、メモリ半導体の在庫調整局面は継続していたも

のの、生成ＡＩの普及に伴うデータセンターの拡張は旺盛であり、高性能半導体（ＡＩ半導体）の需要拡大が継続

しました。これにより、半導体製造装置に関連する得意先への販売は堅調に推移しました。

海外販売につきましては、中国経済の低迷は継続しているものの、各種デバイス向け電子部品に関連する得意先

への産業用ロボットの販売が好調に推移しました。

以上の結果、売上高は144億21百万円(前中間連結会計期間比1.7％増)、営業利益は７億49百万円(前中間連結会計

期間比13.2％増)、経常利益は８億２百万円(前中間連結会計期間比10.1％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は

５億58百万円(前中間連結会計期間比13.1％増)となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末比5.3ポイント増の73.5％となりました。

(資産)

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して22億95百万円(7.5％)減の284億33百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末比24億76百万円(10.6％)減の208億８百万円となりましたが、受取手形及び売掛

金の減少(16億69百万円)、電子記録債権の減少(３億10百万円)、現金及び預金の減少(２億２百万円)、商品の減

少(１億88百万円)が主な要因となっております。

固定資産は、前連結会計年度末比１億81百万円(2.4％)増の76億25百万円となりましたが、投資その他の資産の

増加(２億85百万円)が主な要因となっております。

(負債)

当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して22億２百万円(22.6％)減の75億44百万円と

なりました。

流動負債は、前連結会計年度末比22億94百万円(24.7％)減の69億86百万円となりましたが、電子記録債務の減

少(12億49百万円)、支払手形及び買掛金の減少(８億98百万円)が主な要因となっております。

固定負債は、前連結会計年度末比91百万円(19.7％)増の５億57百万円であり、特記すべき事項はありません。

(純資産)

当中間連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する中間純利益の計上(５億58百万円)による増加、

その他有価証券評価差額金の増加(１億85百万円)と前期決算の剰余金の配当(５億14百万円)による減少、自己株

式の取得による減少(１億80百万円)、為替換算調整勘定の減少(１億42百万円)などにより、前連結会計年度末と

比べ92百万円(0.4％)減の208億89百万円となりました。

(キャッシュ・フローの状況)

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、102億69百万円と前連結会計

年度末に比べ２億２百万円(1.9％)の減少となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は、５億95百万円(前中間連結会計期間は５億14百万円の支出)となりました。資

金の主な増加要因は、税金等調整前中間純利益の計上(８億11百万円)や売上債権の減少(18億96百万円)、棚卸資

産の減少(１億78百万円)であり、資金の主な減少要因は、仕入債務の減少(21億25百万円)、法人税等の支払(３億

21百万円)であります。
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② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により使用した資金は、33百万円と前中間連結会計期間に比べ34百万円(50.7％)の減少となりまし

た。資金の主な減少要因は、投資有価証券の取得による支出(17百万円)であります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により使用した資金は、６億95百万円と前中間連結会計期間に比べ２億55百万円(26.9％)の減少とな

りました。資金の減少要因は、配当金の支払額(５億14百万円)、自己株式の取得による支出(１億80百万円)であ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、2025年５月９日付の当社「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連

結)」において発表しました業績予想に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は

様々な要因により予想値と異なる場合があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,472,282 10,269,462

受取手形及び売掛金 9,118,141 7,448,211

電子記録債権 2,904,270 2,593,914

商品 604,402 415,489

その他 185,641 81,348

貸倒引当金 △66 -

流動資産合計 23,284,672 20,808,425

固定資産

有形固定資産 1,982,482 1,952,279

無形固定資産

のれん 295,310 278,903

その他 366,112 308,147

無形固定資産合計 661,422 587,050

投資その他の資産 4,800,002 5,085,780

固定資産合計 7,443,907 7,625,111

資産合計 30,728,579 28,433,536

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,281,397 2,382,574

電子記録債務 5,192,627 3,943,077

未払法人税等 335,246 236,805

引当金 244,933 153,715

その他 226,581 270,466

流動負債合計 9,280,787 6,986,639

固定負債

引当金 3,182 2,082

その他 462,430 555,415

固定負債合計 465,613 557,497

負債合計 9,746,400 7,544,136

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,000 1,148,000

資本剰余金 1,104,093 1,108,133

利益剰余金 18,924,583 18,968,063

自己株式 △1,780,250 △1,950,528

株主資本合計 19,396,426 19,273,668

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,072,845 1,258,218

為替換算調整勘定 500,073 357,512

その他の包括利益累計額合計 1,572,918 1,615,731

株式引受権 12,834 -

純資産合計 20,982,178 20,889,399

負債純資産合計 30,728,579 28,433,536
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 14,186,058 14,421,924

売上原価 12,102,221 12,269,436

売上総利益 2,083,836 2,152,487

販売費及び一般管理費 1,421,458 1,402,735

営業利益 662,378 749,752

営業外収益

受取利息 9,661 10,236

受取配当金 25,146 29,583

仕入割引 14,059 12,850

保険解約益 14,599 -

その他 5,389 5,603

営業外収益合計 68,856 58,274

営業外費用

支払利息 595 -

為替差損 705 4,996

その他 1,515 867

営業外費用合計 2,817 5,864

経常利益 728,416 802,162

特別利益

投資有価証券売却益 89 -

補助金収入 - 26,690

特別利益合計 89 26,690

特別損失

固定資産圧縮損 - 17,062

特別損失合計 - 17,062

税金等調整前中間純利益 728,505 811,789

法人税、住民税及び事業税 231,547 241,367

法人税等調整額 3,417 12,404

法人税等合計 234,964 253,772

中間純利益 493,540 558,017

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 493,540 558,017
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 493,540 558,017

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △145,552 185,372

為替換算調整勘定 219,519 △142,560

その他の包括利益合計 73,966 42,812

中間包括利益 567,507 600,830

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 567,507 600,830

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 728,505 811,789

減価償却費 88,998 87,187

のれん償却額 16,406 16,406

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,520 △66

賞与引当金の増減額（△は減少） △28,827 △54,217

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △37,000 △37,000

株式給付引当金の増減額（△は減少） △5,110 △1,100

受取利息及び受取配当金 △34,808 △39,819

補助金収入 - △26,690

投資有価証券売却損益（△は益） △89 -

固定資産圧縮損 - 17,062

売上債権の増減額（△は増加） 1,394,469 1,896,862

棚卸資産の増減額（△は増加） △93,992 178,781

仕入債務の増減額（△は減少） △2,307,508 △2,125,195

その他 72,146 125,993

小計 △210,330 849,993

利息及び配当金の受取額 34,807 39,767

補助金の受取額 - 26,690

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △339,115 △321,151

営業活動によるキャッシュ・フロー △514,638 595,299

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △37,080 △10,651

有形固定資産の売却による収入 108 -

無形固定資産の取得による支出 △20,980 △5,681

投資有価証券の取得による支出 △11,358 △17,335

投資有価証券の売却による収入 992 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,317 △33,668

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △200,000 -

長期借入金の返済による支出 △67,520 -

自己株式の取得による支出 △202,083 △180,612

配当金の支払額 △481,254 △514,537

財務活動によるキャッシュ・フロー △950,858 △695,150

現金及び現金同等物に係る換算差額 164,545 △69,300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,369,268 △202,820

現金及び現金同等物の期首残高 12,648,062 10,472,282

現金及び現金同等物の中間期末残高 11,278,793 10,269,462
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、機械工具器具等の販売事業を営んでおり、これを単一の事業セグメントとしているため、セ

グメント情報の記載を省略しております。


